
年度 2024

授業コード 16808

授業科目 看護教育・管理学演習Ⅱ

英文科目名 Seminar in Nursing Education and ManagementⅡ

講義副題

開講責任部署 総合人間自然科学研究科（修士課程） 看護学専攻 共通

講義区分

単位数 2.0

時間割 2学期: 木曜日６時限, 2学期: 木曜日７時限

講義開講時期 2学期

履修開始年次 1

メディア授業科目

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員
◎は代表教員です。

授業実施方法　 主に対面（全開講回数の過半数）、一部オンライン

副題【SUBHEADING】

授業の目的
【COURSE
AIMS】

１．看護管理の現状分析と課題の探求

２．人材育成の現状分析と課題の探求

３．看護管理実践の場で起こる課題の分析

５．看護管理領域に関する文献検討

関連科目名、関
連科目コード番
号 

【COMPUTER
LINK /
RELATED
COURSES】

「看護教育・管理学特論Ⅱ」

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

看護管理や人材育成の現状分析を行い、課題を探求し管理実践能力を養う

授業科目の到達目標【COURSE OBJECTIVES】

履修希望学生に求め
るもの

【PREREQUISITES
/
REQUIREMENTS】

日々の実践において、更によりよい実践へと発展できるように、課題意識をもつこと。また、文献の活用や論文クリティークなど、看護管理学へ
の関心を高めておくこと。

履修に係わる注意事
項

【NOTES ON
CLASS
ENROLLMENT】

授業開講日は（土）（日）集中講義開催の場合があります。開講日の調整はオリエンテーション時に行います。

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学
習

【STUDENT
PREPARATION
& REVIEW AT
HOME】

授業テーマにそって必要な資料・文献を読み、討議ができるように準備をして授業に臨む

教科書・参考書
【COURSE
TEXTBOOK /
REFERENCE
BOOKS】

1学期の看護教育・管理学特論Ⅱに同じ

成績
評価
に関
する
補足

①課題レポート30％
②プレゼンテーション30％
③討議への積極的な参加度40％
合計：100％で評価

・成績評価は、下に示す本学の成績評価基準に基づいて行われます。
評
語

評点 基準

秀 90点～100
点

到達目標に示した知識・技能・考え方などを理解・把握し、標準的に達成している水準をはるかに上回る成績

優 80点～89
点

到達目標に示した知識・技能・考え方などを理解・把握し、標準的に達成している水準を上回る成績

良 70点～79
点

到達目標に示した知識・技能・考え方などを理解・把握し、所定の課題について活用していると判定でき、標準的に達成してい
る水準程度の成績

可 60点～69
点

標準的に達成している水準を下回るが到達目標に示した知識・技能・考え方などを理解・把握していると判定できる成績

不
可

59点以下 到達目標に示した知識・技能・考え方などが理解・把握できておらず、単位修得にふさわしくないと判定できる成績

オフィスアワー

オフ
ィス
アワ
ーに
関す
る補
足

（事前にメールにてアポイントをとってください）

この授業とSDGsの関連 4 質の高い教育をみんなに、8 働きがいも経済成長も、12 つくる責任つかう責任、17 パートナーシップで目標を達成しよう

授業形態 口頭での質疑やディスカッションを含む、授業中や授業時間外のグループワークを含む

氏名 所属

◎ 中野　葉子 医学部

【テーマ（日本語）】(IN JAPANESE) 看護管理の現状分析と課題の探求

授業科目の到達目標

1 看護管理の現状分析と課題の探求を行うことができる

2 人材育成の現状分析と課題の探求を行うことができる

3 看護管理実践の場で起こる課題を分析し、看護管理に関する考える能力を養い、管理の実践力を高める

4 看護管理領域に関する文献検討を行い管理の研究の動向や重要と思われる概念について概観することができる

第1回

授業概要

10月3日（木）6限・7限
オリエンテーション：看護管理に関する課題の明確化

担当教員

中野　葉子

第2回

授業概要

10月10日（木）6限・7限
看護管理に関する演習課題の提示

担当教員

中野　葉子

第3回

授業概要

看護管理に関する研究領域と課題の検討

担当教員

中野　葉子

第4回

授業概要

看護管理に関する研究領域と課題の検討

担当教員

中野　葉子

第5回

授業概要

看護管理の課題に沿った文献検索

担当教員

中野　葉子

第6回

授業概要

看護管理の課題に沿った文献検索

担当教員

中野　葉子

第7回

授業概要

看護管理における研究論文の読み方

担当教員

中野　葉子

第8回

授業概要

看護管理における研究論文の読み方

担当教員

中野　葉子

第9回

授業概要

看護管理実践や教育の場で起こる課題の共有（１）

担当教員

中野　葉子

第10回

授業概要

看護管理実践や教育の場で起こる課題の共有（２）

担当教員

中野　葉子

第11回

授業概要

看護管理における研究論文のクリティーク（１）

担当教員

中野　葉子

第12回

授業概要

看護管理における研究論文のクリティーク（２）

担当教員

中野　葉子

第13回

授業概要

看護管理における研究論文のクリティーク（３）

担当教員

中野　葉子

第14回

授業概要

看護管理における研究論文のクリティーク（４）

担当教員

中野　葉子

第15回

授業概要

文献検討のまとめ

担当教員

中野　葉子

氏名 曜日 時間 場所

中野　葉子 木曜日 3限目・4限目 中野研究室
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担当教員

中野　葉子

第6回

授業概要

看護管理の課題に沿った文献検索

担当教員

中野　葉子

第7回

授業概要

看護管理における研究論文の読み方

担当教員

中野　葉子

第8回

授業概要

看護管理における研究論文の読み方

担当教員

中野　葉子

第9回

授業概要

看護管理実践や教育の場で起こる課題の共有（１）

担当教員

中野　葉子

第10回

授業概要

看護管理実践や教育の場で起こる課題の共有（２）

担当教員

中野　葉子

第11回

授業概要

看護管理における研究論文のクリティーク（１）

担当教員

中野　葉子

第12回

授業概要

看護管理における研究論文のクリティーク（２）

担当教員

中野　葉子

第13回

授業概要

看護管理における研究論文のクリティーク（３）

担当教員

中野　葉子

第14回

授業概要

看護管理における研究論文のクリティーク（４）

担当教員

中野　葉子

第15回

授業概要

文献検討のまとめ

担当教員

中野　葉子

氏名 曜日 時間 場所

中野　葉子 木曜日 3限目・4限目 中野研究室



年度 2024

授業コード 16808

授業科目 看護教育・管理学演習Ⅱ

英文科目名 Seminar in Nursing Education and ManagementⅡ

講義副題

開講責任部署 総合人間自然科学研究科（修士課程） 看護学専攻 共通

講義区分

単位数 2.0

時間割 2学期: 木曜日６時限, 2学期: 木曜日７時限

講義開講時期 2学期

履修開始年次 1

メディア授業科目

区分1

区分2

履修における注意点

資格等

担当教員
◎は代表教員です。

授業実施方法　 主に対面（全開講回数の過半数）、一部オンライン

副題【SUBHEADING】

授業の目的
【COURSE
AIMS】

１．看護管理の現状分析と課題の探求

２．人材育成の現状分析と課題の探求

３．看護管理実践の場で起こる課題の分析

５．看護管理領域に関する文献検討

関連科目名、関
連科目コード番
号 

【COMPUTER
LINK /
RELATED
COURSES】

「看護教育・管理学特論Ⅱ」

授業の概要 

【COURSE
SUMMARY】

看護管理や人材育成の現状分析を行い、課題を探求し管理実践能力を養う

授業科目の到達目標【COURSE OBJECTIVES】

履修希望学生に求め
るもの

【PREREQUISITES
/
REQUIREMENTS】

日々の実践において、更によりよい実践へと発展できるように、課題意識をもつこと。また、文献の活用や論文クリティークなど、看護管理学へ
の関心を高めておくこと。

履修に係わる注意事
項

【NOTES ON
CLASS
ENROLLMENT】

授業開講日は（土）（日）集中講義開催の場合があります。開講日の調整はオリエンテーション時に行います。

授業計画【LESSON PLAN】

授業時間外の学
習

【STUDENT
PREPARATION
& REVIEW AT
HOME】

授業テーマにそって必要な資料・文献を読み、討議ができるように準備をして授業に臨む

教科書・参考書
【COURSE
TEXTBOOK /
REFERENCE
BOOKS】

1学期の看護教育・管理学特論Ⅱに同じ

成績
評価
に関
する
補足

①課題レポート30％
②プレゼンテーション30％
③討議への積極的な参加度40％
合計：100％で評価

・成績評価は、下に示す本学の成績評価基準に基づいて行われます。
評
語

評点 基準

秀 90点～100
点

到達目標に示した知識・技能・考え方などを理解・把握し、標準的に達成している水準をはるかに上回る成績

優 80点～89
点

到達目標に示した知識・技能・考え方などを理解・把握し、標準的に達成している水準を上回る成績

良 70点～79
点

到達目標に示した知識・技能・考え方などを理解・把握し、所定の課題について活用していると判定でき、標準的に達成してい
る水準程度の成績

可 60点～69
点

標準的に達成している水準を下回るが到達目標に示した知識・技能・考え方などを理解・把握していると判定できる成績

不
可

59点以下 到達目標に示した知識・技能・考え方などが理解・把握できておらず、単位修得にふさわしくないと判定できる成績

オフィスアワー

オフ
ィス
アワ
ーに
関す
る補
足

（事前にメールにてアポイントをとってください）

この授業とSDGsの関連 4 質の高い教育をみんなに、8 働きがいも経済成長も、12 つくる責任つかう責任、17 パートナーシップで目標を達成しよう

授業形態 口頭での質疑やディスカッションを含む、授業中や授業時間外のグループワークを含む

氏名 所属

◎ 中野　葉子 医学部

【テーマ（日本語）】(IN JAPANESE) 看護管理の現状分析と課題の探求

授業科目の到達目標

1 看護管理の現状分析と課題の探求を行うことができる

2 人材育成の現状分析と課題の探求を行うことができる

3 看護管理実践の場で起こる課題を分析し、看護管理に関する考える能力を養い、管理の実践力を高める

4 看護管理領域に関する文献検討を行い管理の研究の動向や重要と思われる概念について概観することができる

第1回

授業概要

10月3日（木）6限・7限
オリエンテーション：看護管理に関する課題の明確化

担当教員

中野　葉子

第2回

授業概要

10月10日（木）6限・7限
看護管理に関する演習課題の提示

担当教員

中野　葉子

第3回

授業概要

看護管理に関する研究領域と課題の検討

担当教員

中野　葉子

第4回

授業概要

看護管理に関する研究領域と課題の検討

担当教員

中野　葉子

第5回

授業概要

看護管理の課題に沿った文献検索

担当教員

中野　葉子

第6回

授業概要

看護管理の課題に沿った文献検索

担当教員

中野　葉子

第7回

授業概要

看護管理における研究論文の読み方

担当教員

中野　葉子

第8回

授業概要

看護管理における研究論文の読み方

担当教員

中野　葉子

第9回

授業概要

看護管理実践や教育の場で起こる課題の共有（１）

担当教員

中野　葉子

第10回

授業概要

看護管理実践や教育の場で起こる課題の共有（２）

担当教員

中野　葉子

第11回

授業概要

看護管理における研究論文のクリティーク（１）

担当教員

中野　葉子

第12回

授業概要

看護管理における研究論文のクリティーク（２）

担当教員

中野　葉子

第13回

授業概要

看護管理における研究論文のクリティーク（３）

担当教員

中野　葉子

第14回

授業概要

看護管理における研究論文のクリティーク（４）

担当教員

中野　葉子

第15回

授業概要

文献検討のまとめ

担当教員

中野　葉子

氏名 曜日 時間 場所

中野　葉子 木曜日 3限目・4限目 中野研究室


